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１．まえがき 

 近年の都市内の鉄道橋では，環境対策の一環として

騒音対策が必要不可欠である．構造物の振動に起因す

る構造物騒音に対する従来の対策としては，ゴム系制

振材を取り付ける方法や，被覆コンクリート（厚さ

150mm以上）を取り付ける方法が一般的である．一方，

著者らは，これらの代わりに，安価で剥落の心配の少

ないゴムラテックスモルタルを被覆材として使用する

ことを提案している１）（図１）．しかし，ゴムラテ

ックスモルタルの制振材としての効果は，明確に測定

を行った事例は非常に少ない．そこで，本研究では，

ゴムラテックスモルタル被覆を吹き付け施工する前後

においてそれぞれ，大型の鋼桁に対する衝撃加振試験

を行い，ゴムラテックスモルタル被覆の振動騒音低減

効果を調べた．また，さらにその結果を用いて，実橋

梁への騒音予測への適用を目的に，騒音低減効果につ

いて計算値と実測値の比較を行った． 

２．衝撃加振試験概要 

衝撃加振試験に用いた試験体はスパン長4000mm，腹

板高600mmの桁である（図２）．この試験体の上フラ

ンジの中央部をインパルスハンマーPH51(リオン㈱製)

にて加振した．そして，インパルスハンマーにより鉛

直加振したときの桁腹板中央付近の振動速度および振

動測定点から腹板に垂直に30cm離れた点における騒音

を測定した．振動，騒音は共に時定数FASTで測定した．

また，振動は周波数重み特性F、騒音は周波数重み特

性Aで補正した．試験状況を図３に示す． 

速度を加振力で除した周波数応答関数 ( FRF：

Frequency Response Function，FRF)を図４(a)に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．ゴムラテックスモルタルを用いた鋼橋イメージ 

 

一般に振動速度のFRFに関してはモビリティと称され

ている．振動速度のFRFのdBの基準は，0（dB）=         

1（m/s/N）とした．また，騒音を加振力で除した周波

数応答関数（FRF）を図４(b)に示す．騒音のFRFのdB

の基準は，0（dB）=2×10-5（Pa/N）とした． 

桁腹板の振動速度の周波数応答関数および騒音の周

波数応答関数とも共に，ゴムラテックスモルタルを吹

き付けたことにより低下が認められる．特に1kHz以上

の高周波数範囲で低下割合が大きい．また，10Hz～

10kHzの帯域総和値(a.p.値)で比較すると，ゴムラテ

ックスモルタル吹き付けにより騒音レベルが腹板位置

で10.2dB低減していることが明らかとなった．この騒

音低減の程度は，過去の研究事例２）を参考にすると，

少なくともゴム系制振材と同等と認められる． 

３．防音性能の数値計算 

前項で述べた試験鋼桁を対象に，桁腹板に 
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図２．衝撃加振試験体概要（単位：mm） 
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ゴムラテックスモルタルを吹き付けたときの桁腹板近傍

の騒音低減量を計算し，実測値と比較した．計算は文献

3)による方法に基づく．すなわち，腹板をそれと同サイ

ズで4辺が固定された鋼製平板とみなし，その板の振動

解析を行った．そこで得られた微少領域(対象板を分割)

の振動速度解に音響インピーダンスを乗じ板の全域で総

和するなどの方法により受音点の騒音を計算した．受音

点としては前項と同様に桁腹板中央で腹板から30cm離れ

の点とした．ただし，ゴムラテックスモルタル吹き付け

後については板のモデルとして剛性がゴムラテックスモ

ルタル鋼板の積層体と等価である単一平板とした．また，

平板の減衰特性として，ゴムラテックスモルタル吹き付

け前後とも，別途行った要素試験（400×50×9mm供試

体）での共振法による損失係数の値を適用した． 

図５に，ゴムラテックスモルタル吹き付けによる騒音

低減量について，計算結果および今回の試験結果を示す．

図より，全体的に右肩上がりの周波数特性を有すること

や，一部の周波数のピークが一致し，全体の傾向を把握

することが可能であることが明らかとなった．一方で，

個々の値自体については，計算値の方が実測値よりおお

むね高い値を示す傾向となった．この主な原因として，

過去の解析事例４）も参考にすると，実構造物と試験体に

おける支持条件などの差が考えられる．このため，予測

値の精度向上のためには，構造物の支持条件など騒音振

動に影響する構造物の状態を反映することが重要となる． 

４．まとめ 

 大型の鋼桁を用いた衝撃加振試験を実施した結果，鋼

桁にゴムラテックスモルタルを両面に5ｍｍ程度吹き付

けた場合，従来のゴム系制振材と同等な制振効果および

騒音低減効果が得られることが明らかとなった．また，

振動解析から音響インピーダンスを用いた計算値は実測

値を下回るものの，全体の傾向が比較的類似したものと

なることが明らかとなった．ゴムラテックスモルタルの

施工は，ゴム系制振材よりも安価であるため１），今後，

都市内の鋼橋の有効な騒音対策と考えられる． 

本研究は国土交通省補助金を受けて実施しました． 
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図３. 衝撃加振試験状況 

（ゴムラテックスモルタル吹き付け後） 
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(a)  桁腹板の振動特性（モビリティ）

(b)  桁腹板近傍の騒音特性（FRF）

図４． 試験体における衝撃加振試験結果 

図５．試験体における騒音低減量の予測
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